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第７５回四国高等学校バレーボール選手権大会 

開催にあたっての安全対策ガイドライン 

（バレーボール競技） 

１  大会を開催するにあたって   

【１】大会への参加について  

（１）大会参加チームは、必ず選手及び保護者から大会参加の承諾をとり、校長の責任の

もとに大会に参加すること。  

（２）体調管理に関する作成資料について  

①会場に入場する人は全員、【様式１】健康チェックシートにより大会前２週間～大会  

参加終了日までを記録し、1 ヶ月間保存しておくこと。（当日の提出は不要）  

②大会参加チームは、【様式２】健康チェックシート参加校提出用紙を受付へ提出する  

こと。（毎日、受付に提出が必要）  

（３）大会への参加についての具体的な対応  

①新型コロナウイルス感染症陽性者、もしくは濃厚接触者の診断を受けた者は、参加を

認めない。  

②上記①の該当者を参加させないで残りの選手での参加を認める。ただし、当該学校長

の参加許可がなければならない。大会期間中に判明した場合も、該当者は帰らせた上

で、チームの参加は認める。ただし、この場合も当該学校長の参加継続の許可がなけ

ればならない。 

③大会当日、発熱等（37.5℃以上）の症状がある者は、大会への参加を認めない。その

該当者を参加させないで残りの選手での参加を認めるが、当該学校長の参加許可がな

ければならない。 

④大会当日に休校措置がとられている場合は、学校教育活動がすべて停止となるため、

チームの大会参加を認めない。  

⑤大会期間中、引率責任者は選手等の健康観察を徹底すること。  

 

【２】  会場への入場について    

（１）競技終了後は速やかに体育館から退出すること。勝ち上がったチームは所定の場所

で待機すること。  

（２）会場入口において非接触型体温計で検温を行う。  

 （３）大会会場まで学校のバスを利用する場合は、その学校の責任の下、十分に安全対策

をとっておくこと。  

（４）保護者に関しては当該チームの試合が終わったら速やかに体育館から退出するこ

と。連続試合の場合はそのまま待機してもよい。  

 

２  大会中の具体的な感染防止対策について   

【１】競技関連（試合・練習）   

（１）施設の定期的な換気を行う。  

（２）試合前後の握手は一礼で代替する。  

（３）試合前後やタイムアウトでのベンチ集合時、できるだけ密集・接触を避ける。   
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（４）ベンチおよびウォームアップエリアでは互いに間隔を取り、密を避ける。  

（５）タオル、水ボトル、アイシングバッグなどの共用は控える。  

（６）試合球は複数個用意し、定期的に消毒し交換していく。  

（７）コート面のモップは、チームで対応すること。  

（８）ベンチは試合前、セット間、試合後はチームが消毒を行い、ネット・ボール・得点

板は役員が試合間に消毒を行う。  

（９）大きな声出しは控え、飛沫防止は徹底すること。  

（10）競技中、靴底を手で触らないように注意すること。  

 

【２】会場内での留意点について   

（１）体育館やその周辺では、プレー中を除き、常にマスクを着用すること。  

（２）会場内では、周囲の人とできるだけ距離を保ち、会話を控え、大きな声での会話は

しない。   

（３）飲食は黙食で行い、対面では行わないようにする。できれば屋外が望ましい。  

（４）水分補給のための容器類は、共有しないこと。  

（５）体育館に入場の際は、必ず消毒を実施すること。会場内でもこまめに手洗いや消毒

を行うこと。   

（６）各自「マイタオル」を持参し、タオルの共用はしない。  

（７）各チーム、個人で出たゴミは必ず持ち帰ること（役員、補助員も同様）。決して会

場のゴミ箱などに捨てないこと。  

 

【３】競技上の留意点について  

 （１）試合におけるあいさつについては、握手をしない。また、プレー中のハイタッチは

避け、グータッチや肘タッチにとどめる。  

（２）応援については、マスクを着用し、声を出さずに拍手のみとする。  

（３）ベンチスタッフおよびベンチメンバーは必ずマスクを着用する。また、コートに入

る選手のマスクは各自が袋などに入れて管理する。なお、自身の感染リスクや他の選

手に配慮してコート内の選手がマスクを着用してもよい。  

（４）ワイピング用タオルはセット間ごとに交換するよう各チームで準備する。  

（５）給水タイムとセット間には、必ず手指の消毒をする。  

（６）セット間と試合終了後は、使用したベンチを各チームで消毒すること。  

（７）競技終了後、チームは速やかに体育館を退出し、直ちに手洗いや消毒をすること。  

（８）チームベンチは身体的距離が確保できるように間隔を空けるようにする。  

（９）ウォームアップエリアについては、ソーシャルディスタンス確保の観点から可能な  

限り４ｍ×４ｍの広さを確保する。  

 

【４】その他  

チームで使用するアルコール消毒液や拭き取り用のタオル等は、各チームで準備する  

こと。  


